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校長           

 ４月７日（月）、着任式・始業式・入学式を行い、無事に令和７年度の教育活

動がスタートしました。入学式では代表生徒のしっかりとした挨拶をはじめ、

担任の呼名に対し堂々とした態度で応えるなど、期待に満ちあふれた新１年生

の姿を保護者の皆様に見ていただくことができました。また、それぞれ進級し

た２・３年生は、新しい学年への期待を胸に、明るく元気に登校し、一回り成長

した姿で着任式や始業式に臨んでいました。  

 さて、令和７年度の学校経営の重点を次のように設定しました。  

『成長を実感し、次代を生き抜く力を育む「チーム中央」の推進』  

－  自分で考え、行動できる生徒の育成  －  

 子供たちが、絶えず変化する予測困難な時代の中で、豊かな人生を歩んでい

くために必要なことを学び、身に付けていくことを目標としています。目標達

成のためには、学校だけでなく、保護者や地域の皆様との連携・協働が不可欠

です。是非、「チーム中央」の一員としてご支援いただきますよう、ご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。  

 重点の達成に向けた合い言葉を「ステップアップ中央～目指す姿に  チーム

で  本気で」とし、更にそのキーワードを【関わり】【けじめ】【継続】という

３つの言葉で示しています。  

 【【関わり】は、人との関わりを大切にすることです。互いの良さを認め合い、

爽やかな挨拶を交わすことで、誰もが安心して生活できる学校を目指します。  

 【【けじめ】は、社会生活に必要な、時間や場を意識した行動をとることです。

学校では先を見通した余裕のある行動を心がけたり、家庭ではメディアとの適

切な関わり方を考えたりしながら、自らけじめある言動ができる子供たちの育

成を目指します。  

 【【継続】は、夢や目標を達成するために、ねばり強く努力を続けることです。

「継続は力なり」という言葉があるように、毎日の努力の積み重ねが、大きな

成果につながります。特に今年度は、「家庭学習の充実と質的向上」に粘り強く

取り組み、確かな学力を自ら進んで身に付けようとする子供たちの育成を目指

します。  

 子供たち一人一人が、社会的な変化に主体的に向き合い、多様な他者と協働

しながら豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることが強く求

められています。そのために必要となる、資質・能力を、本校のすべての子供た

ちが身に付けられるよう、「チーム中央」として一丸となって取り組んでいき

たいと考えています。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。  

 なお、裏面に「学校経営方針」をまとめたものを掲載しました。ご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


